
※あをがき（青垣）とは切り立った険しい山が垣根のように連なる様子。当社では祝詞の中で「青垣成す戸隠山の麓に鎮まり坐す戸隠神社」と用います。
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文
人
と
戸
隠

文
人
と
戸
隠

河
鍋
暁
斎

河
鍋
暁
斎

河
鍋
楠
美

特
集

暁
斎
の
信
州
旅
行

　
暁
斎
は
、
そ
の
根
底
に
最
後
ま
で

狩
野
派
と
し
て
の
誇
り
を
持
ち
続
け
て
い
た

が
、
狩
野
派
の
山
水
画
は
中
国
山
水
画
の
粉ふ

ん

本ぽ
ん

（
絵
手
本
）
を
元
に
描
い
た
も
の
で
、
中
国
画

の
踏
襲
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
好
奇
心
旺
盛
な
暁

斎
は
、
善
光
寺
に
も
興
味
を
引
か
れ
て
い
た
だ

ろ
う
が
（
図
①
）、
日
本
の
実
際
の
山
々
を
自

分
の
目
で
見
て
描
き
た
い
と
考
え
、
信
州
行
き

を
決
行
し
た
よ
う

だ
。
こ
の
信
州
旅

行
は
、
暁
斎
に

と
っ
て
生
涯
最
長

の
旅
で
あ
っ
た
。

戸
隠
に
お
け
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
は
、
自

ら
挿
絵
を
描
い
た

自
画
伝
と
い
え
る

『
暁
斎
画
談
』（
明
治
二
十
年
発
行
）
で
十
三

ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
記
さ
れ
、
飯
島
虚き

ょ

心し
ん

著
『
河

鍋
暁
斎
翁
伝
』
に
も
詳
し
い
。
な
お
、
虚
心
の

著
書
は
、
暁
斎
を
狩
野
派
絵
師
と
し
て
正
当
に

評
価
し
て
い
て
貴
重
だ
。

　『
暁
斎
画
談
』
に
よ
れ
ば
、
慶
応
元
年
三
月

下
旬
に
江
戸
を
出
発
し
た
暁
斎
は
、
熊
谷
を
過

ぎ
る
と
山
々
の
写
生
に
時
を
忘
れ
て
旅
程
が
遅

れ
、
五
月
に
善
光

寺
に
到
着
し
た
と

あ
る
。
生あ

い

憎に
く

、
裾す

そ

花ば
な

川が
わ

（
犀さ

い

川が
わ

支
流
）

の
氾
濫
で
善
光
寺

が
水
難
に
遭
い

（
図
②
）、
暁
斎
も

足
止
め
さ
れ
て
い

る
と
、
戸
隠
中
院

の
天
井
絵
を
描
く

絵
師
を
捜
し
て
い

た
顕
光
寺
（
現
在

　
河
鍋
暁
斎
（
か
わ
な
べ 

き
ょ
う
さ
い
）、

天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
生
ま
れ
。
当
社
は
明

治
維
新
前
、
顕け

ん

光こ
う

寺じ

と
称
し
て
い
ま
し
た
が
、

慶
応
元
（
一
八
六
五
）
年
、
暁
斎
は
そ
の
中
院

（
現
在
の
中
社
）
に
て
龍
の
天
井
絵
を
描
き
、

昨
秋
、
百
五
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。
昨
年
は
、

弟
子
の
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
が
設
計
し
た

三
菱
一
号
館
美
術
館
で
の
〈
画
鬼
・
暁
斎
展
〉

ほ
か
各
地
で
展
覧
会
が
催
さ
れ
、「
芸
術
新
潮
」

で
も
特
集
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
人
気
は
高
ま
る

ば
か
り
で
す
。
今
回
は
特
集
号
と
し
て
、
暁
斎

の
ひ
孫
に
当
た
る
河
鍋
楠
美
先
生
に
筆
を
執
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

暁
斎
の
画
業

　
暁
斎
が
数
え
二
歳
の
時
、
父
の
河
鍋

記
右
衛
門
は
古
河
藩
士
か
ら
幕
府
の
定じ

よ
う

火び

消け
し

同ど
う

心し
ん

甲
斐
氏
を
継
ぎ
、
現
在
の
茨
城
県
古
河
市
か

ら
江
戸
に
一
家
を
揚
げ
て
転
入
。
七
歳
で
浮
世

絵
師
の
国く

に

芳よ
し

に
入
門
し
た
。
そ
の
後
、
狩
野
派

の
前
村
洞と

う

和わ

、
狩
野
洞と

う

白は
く

に
つ
い
て
本
格
的
に

狩
野
派
を
修
業
、
十
九
歳
で
「
洞と

う

郁い
く

陳の
り

之ゆ
き

」
の

画
号
を
得
る
が
、
幕
末
か
ら
明
治
へ
の
政
治
的

変
革
に
伴
う
狩
野
派
の
崩
壊
に
よ
り
仕
事
が
見

込
め
な
く
な
っ
た
た
め
、
独
自
で
研
鑚
を
続

け
、
二
十
七
歳
頃
、
江
戸
琳
派
の
絵
師
・
鈴
木

其き

一い
つ

の
二
女
お
清
と
結
婚
し
て
大
根
畑
（
現
在

の
湯
島
二
丁
目
）
に
独
立
し
、
河
鍋
姓
と
な

る
。
こ
の
頃
か
ら
狩
野
派
以
外
の
技
量
を
用

い
、「
狂
斎
」
の
画
号
で
描
き
始
め
、
戯
画
・

狂
画
で
江
戸
・
東
京
庶
民
の
人
気
を
大
い
に
博

し
た
が
、
明
治
三
年
十
月
に
筆
禍
事
件
で

捕
ら
え
ら
れ
、
翌
年
に
放
免
さ
れ
て
か
ら

は
、
音
が
同
じ
「
暁
斎
（
き
ょ
う
さ
い
）」

と
改
号
し
た
。
戸
隠
の
龍
は
慶
応
元
年
の

作
で
あ
る
か
ら
「
狂
斎
」
号
で
描
い
て
い

る
。
暁
斎
は
他
に
も
「
周ち

か

麿ま
ろ

」
等
、
多
く

の
画
号
を
用
い
た
。

　
暁
斎
の
画
題
の
広
さ
と
応
用
力
、
持
っ

て
生
ま
れ
た
ユ
ー
モ
ア
精
神
、
人
脈
の
広

さ
は
他
の
絵
師
に
見
ら
れ
ぬ
特
徴
で
、
海

外
に
も
知
ら
れ
る
絵
師
と
し
て
生
き
抜

き
、
名
声
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
。

の
戸
隠
神
社
）
で
は
、
江
戸
の
有
名
な
画
家
が

善
光
寺
に
逗
留
し
て
い
る
と
聞
き
、
三
十
六
坊

協
議
の
上
、
別
当
の
使
者
が
依
頼
に
来
ら
れ

た
。
暁
斎
は
そ
の
ご
依
頼
を
受
け
た
わ
け
だ

が
、
そ
こ
に
は
、
こ
れ
ま
で
見
た
以
上
の
険
し

い
山
々
見
た
さ
、
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　『
暁
斎
画
談
』
中
の
龍
の
天
井
絵
を
描
く
図

（
図
③
）
を
見
る
と
、
大
筆
を
揮ふ

る

う
暁
斎
を
多

く
の
僧
侶
が
見
守
っ
て
い
る
。
戸
隠
が
未
だ
寺

で
あ
っ
た
時
代
の
様
子
が
窺う

か
が

わ
れ
る
。
描
か
れ

た
龍
の
出
来
栄
え
か
ら
、
更
に
龍
の
周
り
の
格ご

う

天て
ん

井じ
ょ
う

の
六
十
八
枚
の
図
を
所
望
さ
れ
た
が
、
雪

が
降
る
と
春
ま
で
江
戸
に
帰
れ
な
い
こ
と
を
知

り
、
暁
斎
は
十
四
枚
し
か
描
か
ず
帰
っ
て
し

ま
っ
た
。
こ
の
時
、
再
訪
を
約
束
し
て
山
を
下

り
た
と
、『
暁
斎
画
談
』
や
『
河
鍋
暁
斎
翁
伝
』

に
は
記
さ
れ
て
い
る
。
龍
図
は
暁
斎
の
奉
納

で
、
格
天
井
の
図
は
料
金
を
払
う
と
取
り
決
め

ら
れ
た
が
、
支
払
わ
れ
た
記
録
は
な
く
、
そ
の

後
、
暁
斎
が
戸
隠
を
訪
れ
る
機
会
も
な
か
っ
た

の
で
、
格
天
井
の
図
の
完
成
を
見
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。

　
描
か
れ
た
十
四
枚
は
極
彩
色
の
花
鳥
図
で
、

図①　牛にひかれて善光寺まいり　狂斎画『狂斎百図』

図②　善光寺近傍洪水の図　狂斎画『暁斎画談』

図③　龍を画（えがく）図　狂斎画『暁斎画談』
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かわなべ くすみ氏プロフィール
河鍋暁斎の曽孫。蕨（わらび）眼科院長、東
京大学医学博士。公益財団法人河鍋暁斎記
念美術館理事長・館長。
昭和6（1931）年、東京都生まれ。昭和52年
河鍋暁斎記念美術館開設。暁斎作品の収
集・展示、河鍋暁斎記念美術館友の会の運
営、研究誌の発行、各種関連書籍の出版、
暁斎展の企画開催などを通じ、今世紀中に
全貌が見渡せるかどうかと言われている暁
斎の画業の研究・普及に尽力している。

暁斎先生のカエル好きは有名で、今回は
河鍋楠美先生のご好意で「美人観蛙戯図」

「猪に乗る蛙」（いずれも河鍋暁斎記念美
術館蔵）からカエルの画を使用させてい
ただいた。（編集部）

◆
暁
斎
展
の
ご
案
内
◆

　「
鬼
才
―
河
鍋
暁
斎
展

　
　
幕
末
と
明
治
を
生
き
た
絵
師
」

【
富
山
展
】

　
六
月
二
十
五
日
（
土
）
～ 

八
月
七
日
（
日
）

 

於
：
富
山
県
水
墨
美
術
館
（
富
山
市
）

【
愛
知
展
】

　
八
月
二
十
日
（
土
）
～ 

十
月
二
日
（
日
）

 

於
：
碧
南
市
藤
井
達
吉
現
代
美
術
館

青
龍
殿
　
宝
物
館

　
こ
の
度
、
伊
勢
神
宮
の
第
62
回
式
年
遷
宮
に
伴

う
御
装
束
神
宝
撤
下
に
当
た
り
、
当
神
社
は
「
梓

御
弓
（
あ
ず
さ
の
お
ん
ゆ
み
）」「
銅
黒
造
御
太
刀

（
ど
う
く
ろ
づ
く
り
の
お
ん
た
ち
）」「
御
楯（
お
ん
た

て
）」「
御
胡
籙（
お
ん
や
な
ぐ
い
）」を
御
下
附
戴
き

ま
し
た
。
社
宝
と
し
て
長
く
伝
え
、
今
後
、
宝
物

館
に
て
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

当
時
の
専
門
家
か
ら
「
今
後
、
こ
れ
を
描
け
る

画
家
は
絶
対
現
れ
な
い
」
と
絶
賛
さ
れ
た
。
中

社
は
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
に
火
災
に
遭

い
、
そ
れ
ら
花
鳥
図
は
龍
図
と
と
も
に
焼
失
し

て
し
ま
っ
た
。
長
く
惜
し
ま
れ
て
い
た
が
、
龍

図
だ
け
は
、
平
成
十
五
（
二
〇
〇
三
）
年
の
式

年
大
祭
を
機
に
、
横
倉
英
起
氏
等
の
ご
努
力
に

よ
り
日
立
研
究
所
の
神
内
俊
郎
氏
等
が
研
究
さ

れ
て
い
た
デ
ィ
ジ
タ
ル
技
法
で
、
古
い
絵
葉
書

を
頼
り
に
再
現
さ
れ
た
（
図
④
）。

　
暁
斎
の
最
高
傑
作
と
さ
れ
た
花
鳥
図
は
写
真

も
模
写
も
残
っ
て
い
な
い
た
め
再
現
出
来
ず
、

返
す
返
す
も
残
念
で
あ
る
。
も
し
も
現
存
し
て

い
れ
ば
、
こ
れ
こ
そ
暁
斎
再
評
価
に
繋つ

な

が
る
貴

重
な
作
品
で
あ
り
、
そ
の
意
義
は
大
き
か
っ
た

に
違
い
な
い
。

暁
斎
の
龍
図

　
現
存
す
る
暁
斎
の
龍
図
は
、
天
井
絵

で
は
深
大
寺
元が

ん

三ざ
ん

大だ
い

師し

堂ど
う

天
井
絵
（
東
京
）
が

あ
る
が
、
護
摩
を
焚
い
た
た
め
黒
変
し
、
元
の

姿
は
窺
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
ほ

か
、
湯
島
に
あ
る
宝
林
山
大
悲
心
院
霊れ

い

雲う
ん

寺じ

の

「
眠み

ん

龍り
ゅ
う

図ず

」（
掛
軸
・
文
京
区
指
定
文
化
財
・
図

⑤
）
は
、
水
中
に
ト
グ
ロ
を
巻
い
た
姿
が
珍
し

い
と
さ
れ
る
。
関
東
大
震
災
や
戦
災
、
暁
斎
の

名
が
忘
れ
去
ら
れ
た
時
期
の
廃
棄
な
ど
が
無
け

れ
ば
（
霊
雲
寺
の
作
品
も
危
な
か
っ
た
）、
河

鍋
暁
斎
記
念
美
術
館
所
蔵
品
を
含
め
て
、
も
っ

と
沢
山
の
龍
図
が
残
っ
た
だ
ろ
う
。

暁
斎
の
評
価

　
暁
斎
の
作
品
は
、
修

業
を
積
ん
だ
狩
野
派
と

し
て
の
作
品
（
図
⑥
）

か
ら
浮
世
絵
、
琳
派
、

円
山
四
条
派
、
文
人

画
、
さ
ら
に
は
錦
絵
、

本
で
も
戯
作
本
か
ら
啓

蒙
書
や
教
科
書
、
雑
誌

の
挿
絵
や
デ
ザ
イ
ン
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
。

デ
ッ
サ
ン
の
正
確
さ
、

ユ
ー
モ
ア
、
筆
の
早
さ

な
ど
、
明
治
天
皇
か
ら

名
も
な
い
庶
民
、
外
国

人
に
至
る
ま
で
多
く
の

人
々
に
人
気
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
分
野
毎

に
評
価
す
る
縦
割
り
社
会
の
日
本
で
は
、
理
解

し
難
い
絵
師
と
な
っ
た
。

　
暁
斎
は
、
そ
の
作
品
が
幕
末
か
ら
西
欧
に
渡

り
、
来
日
外
国
人
と
交
流
し
、
多
く
の
外
国
文

献
に
そ
の
名
が
登
場
す
る
な
ど
、
北
斎
に
比ひ

肩け
ん

さ
れ
る
海
外
で
の
高
い
評
価
は
昔
も
今
も
変
わ

ら
な
い
。
一
方
、
日
本
で
の
評
価
は
一
時
期
そ

の
名
前
す
ら
美
術
史
か
ら
消
え
る
ほ
ど
低
下
し

た
が
、
現
在
、
少
し
は
見
直
さ
れ
て
き
て
い
る

よ
う
だ
。
暁
斎
の
評
価
が
低
い
理
由
の
一
端

は
、
評
価
を
決
め
る
皆
さ
ん
が
作
品
の
多
く
を

ご
覧
に
な
っ
て
い
な
い
点
に
も
あ
る
よ
う
な
の

で
、
暁
斎
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
努
力
を

続
け
て
い
る
。
例
え
ば
、
暁
斎
を
「
ぎ
ょ
う
さ

図④　中社社殿に再現された天井絵

図⑤　眠龍図　暁斎画　霊雲寺蔵

図⑥　毘沙門天之図（部分）　暁斎画
肉筆掛軸　河鍋暁斎記念美術館蔵
幼名・周三郎時代、17歳の作と伝わる。

い
」
と
読
ま
れ
る
初
心
者
の
皆
様
に
は
、『
暁

斎
読
本
Ⅰ
』
を
、
古
い
文
献
に
記
さ
れ
た
暁
斎

評
な
ど
の
記
録
は
『
暁
斎
読
本
Ⅱ
』（
Ⅰ
、
Ⅱ

と
も
に
河
鍋
暁
斎
記
念
美
術
館=

編
）
に
収
録

し
た
の
で
、
お
勧
め
す
る
。


